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複合動詞「～続ける」について

廖　紋淑

キーワード　複合動詞、「～続ける」、「日本語母語話者」、「中国語学習者」、
アンケート調査

１．はじめに

　本稿は日本語の複合動詞「～続ける」の意味について分析したものである。ま

た、日本語母語話者と中国語を母語とする上級日本語学習者に対して文法性判

断テストを行い、「～続ける」のV１とV２の結合意識の違いについて分析した。

２．先行研究

２－１　「～続ける」の意味・用法を考察したもの
　「～続ける」の意味特徴について論じた先行研究には、岩崎（１９８８）、金（２００２）、

黄（２００４）がある。岩崎（１９８８）は「～続ける」の意味として「持続過程の動

作・出来事」、「同時」、「終了」、「開始の局面」を提示し、それぞれ次の例を挙

げている。

�　吉原まつ子はずっと漫画の本を読みつづけている。（持続過程の動作・出

来事）

�　私は娘の片腕を静かに廻しながら、それらにゆらめく光りとかげの移り
� �����

をながめつづけていた。（同時）

�　「…そして、いろいろと弁解したのですが、岩津はなおも吐き続け、あと
� ���

は口もきかずに家に帰ってしまった。」（終了）
� ��

�　終わってからも、闇の中で、彼女は泣き続けた。（開始の局面）

　

　しかし、例文�、�は文脈の中にそれぞれ「ながら」や「あとは」があるた

め「同時」や「終了」の意味を表すのであり、「～続ける」自体に「同時」や
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「終了」の意味があるとは考えにくい。この点について、さらに詳しく検討し

たのは金（２００２）である。金（２００２）は「～続ける」の意味は「持続過程の動

作・出来事」、「同時」、「終了」、「開始の局面」の四つに分類されるのではなく、

「前の動作のつづき」、「一定の期間における持続」の二つに分類されるとし、

「「～続ける」の基本的な意味は「一定の期間における持続」であり、「前の動

作のつづき」は一定の条件のもとで生じる派生的な意味である」としている。こ

れに対して、黄（２００４）は「～続ける」の一般的な意味について、「することを

終わらせないようにする（することが終わらない）」と述べている。各先行研究

の分析によると、「～続ける」の意味特徴はある時点において行われた動作を終

わらせないように持続することであるとしている。

２－２　「～続ける」の前項動詞を考察したもの
　「～続ける」の前項動詞について指摘した研究として、寺村（１９８４）、森山

（１９８６）、黄（２００４）がある。寺村（１９８４）は、「～続ける」は「継続動詞につ

くのがふつうで、状態動詞や瞬間動詞にはつかない」と述べ、�、�の例文を

挙げている。確かに、「～続ける」の前項動詞は継続期間を持つ動詞に限られ

る。しかし、実例では�のように「寒くなり続ける」という文も出現する。

�　寒くなり始めた。（寺村１９８４：１７７）

�　＊寒くなり続けた。（寺村１９８４：１７７）　

�　どんどん寒くなって、このまま寒くなり続けると来年の８月頃には名古

屋も北極並の寒さですね。

 （http://blog.goo.ne.jp/kibunya_８３/）２００９／１２／１０

　�では気温が下がって行くという天気の変化過程が捉えられている。冬の名

古屋は冬が深くなるとともに寒さもさらに継続して変化していくという文脈が

あるため、�のように「寒くなり続ける」の許容度も高くなると考えられる。ま

た、森山（１９８６）には、「＊死に続けた、…が言えないように、永続的（非可逆

的）な変化の場合は、変化結果においても持続性がない」という指摘があるが、

実例では�のように「死に続けた」という表現も出現する。

　

�　喫煙による癌は実験動物で再生させるのが難しいため、喫煙には発癌性

がないと考えられた。多くの人が喫煙を続け、癌で死に続けた。

 （http://www.arcj.info/jfma/harms.html）２００９／１２／１０
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　確かに、「死ぬ」のような変化の結果を表す場合、「～続ける」とは共起しに

くいが、�の場合は、複数的な行為の文脈であることが分かる。「毎年連続的に

人が死ぬ行為を繰り返す」という解釈ができるため、言えるようになるのでは

ないかと考えられる。

　本研究では「～続ける」の表現の特徴を明らかにするため、コーパスとアン

ケートを利用して前項動詞の違いを分析する。また、日本語母語話者と日本語

学習者の使い分けの違いについて分析する。

３．「動作動詞」と「変化動詞」

　金田一（１９５０）は動詞を大きく継続動詞と瞬間動詞に分類した。例えば、「食

べる」は期間副詞「２時間」を伴って、「２時間食べる」と言えるため継続動詞

とされている。しかし、「食べる」は（９a）のように動作を継続的に続けること

もあるが、（９b）のように瞬間的に動作を終えることもある。確かに「食べる」

は食べ続けようと思えば食べ続けられるという意味では継続動詞かもしれない

が、見方を変えて一口一口瞬間的に食べる動作がつながったものであると考え

れば瞬間動詞であると考えることも可能である。例えば、図１の「２時間」は

晩ご飯を食べ始めてから食べ終わるまでに要する時間を表す。「食べ続ける」

は、２時間の中で「食べる」という瞬間的な動作を何回も繰り返すことにより、

全体で動作が継続している。

�　a．彼は晩ご飯を２時間で食べた。（継続的出来事）

　　b．彼はチョコレートを一口で食べた。（瞬間的出来事）

　　c．彼は晩ご飯を２時間食べ続けた。
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　一方、「諦める」は「＊長い間諦める」と言えないように継続性を持たないた

め一般に瞬間動詞とされている。しかし、「諦める」は（１０a）のように瞬間的

にその気持ちになる場合もあるが、（１０b）のように諦め始めてから完全に諦める

までの時間が必要とされる場合もある。確かに諦める気持ちを完全に捨て去る

のは最後の瞬間かもしれないが、見方を変えて諦める気持ちが生じてから完全

に諦めるまでに至る過程が継続すると考えれば継続動詞であると考えることも

可能である。

�　a．彼は試験問題を見た瞬間すぐ諦めた。（瞬間的出来事）

　　b．彼は彼女のことを２年かけてようやく諦めた。（継続的出来事）

　したがって、本稿では動詞を「継続動詞　vs.　瞬間動詞」の対立ではなく、奥

田（１９７７）の言うように「動作動詞　vs.　変化動詞」の対立として捉えたほうが

よいと考える。これについて定延（２００５）は動詞には動作を表す「動作動詞」

と変化を表す「変化動詞」があるとして、次のような「逸脱仮説」を提唱して

いる。

　逸脱仮説

「動作とは、当該のモノのデフォルト状態からの逸脱であり、これを表す

のが「動作動詞」である。変化とは、当該のモノの直前状態からの逸脱

であり、これを表すのが「変化動詞」である。つまり動作も変化も基準

からの逸脱であり、両者の違いは、基準が「当該のモノのデフォルト状

態」か「当該のモノの直前状態」かの違いである」（定延２００５：２）

　この分類に従うと、「食べる」は食べた後に元の何も「食べていない」状態に
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戻るため「動作動詞」に分類される。一方、「諦める」は諦め始めてから諦め切

るまでに主体の状態が変化していく。そして諦め切った後には、主体は元の

「諦めていない」状態から「諦めている」状態へと変化するため、本稿では

「変化動詞１」に分類される。両者の違いを図３、図４に示す。図３は「食べ

ていない→食べ始める→食べている→食べ終わる（食べ切る）→食べていない」

という過程をたどり、「～し切る」までの状態を「～している」と言い、「～し

切った」後の状態を「～していない」と言う点で特徴がある。この場合、継続

相の「している」は進行の意味を表し、その動作の継続を「～続ける」とも共

起できる。（「～切る」については杉村（２００８）を参照）

　これに対し、図４は「諦めていない→諦め始める→諦めようとしている（ま

だ諦めていない）→諦め切る（＊諦め終わる）→諦めている」という過程をたど

り、「～し切る」までの状態を「～していない」と言い、「～し切った」後の状

態を「～している」と言う。この点で「食べる」とは異なる。すなわち「諦め

る」という変化は一旦達成されたら（諦めた）それ以上変化が進展せず、諦め

ている状態が維持されている。その変化が達成した時から「諦めていない」と

いう気持ちが完全になくなり、「諦めた」ことになる。一旦、諦めた後はそのま

ま諦めたままなので、「＊諦め続ける」という事態に「継続」は考えにくいので

ある。

動作前：食べていない　　　　　　　　　動作前：諦めていない

動作後：食べていない　　　　　　　　　動作後：諦めている　

時間 
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変化の達成量

図４ 変化動詞１のアスペクト 
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図３ 動作動詞のアスペクト 
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　また、動詞にはこの他に「冷える」のような「変化動詞２」を設定する必要

がある。例えば「冷える」は「冷えていない→冷え始める→少し冷えている

（＊まだ冷えていない）→冷え切る（＊冷え終わる）→冷えている」という過程

をたどる。これは冷え切った後に冷えた状態が続くという点では「変化動詞１」

に似ている。しかし、冷え切る前の状態を「冷えていない」とは言えない点で

「変化動詞１」とは異なっている。両者の違いは、「冷える」のような「変化動

詞２」は当該の変化が始まった時点ではまだ完全にその状態になっておらず、

「～し切った」時点でようやく完全にその状態になるのに対し、「冷える」のよ

うな「変化動詞２」は当該の状態が発生した時点ですでにその状態になってい

るという違いがある。この場合の継続相の「している」は両義的である。「冷え

切る」までの状態を「冷えている」と言い、「冷える」量が変化する過程を進行

的に捉えることができる。また、「冷え切った」時点でようやく完全に「冷えて

いる」という状態になり、変化した結果を静的に捉えることもできる。そうす

ると「冷え続ける」の場合は、「冷える動きの持続」と「冷えた結果の維持」の

二つの意味に解釈することができる。

動作前：冷えていない

動作後：冷えている　

　以上のことから、本稿では「～続ける」の前項動詞が「食べ続ける」のよう

に「動作動詞」の場合は「動作の継続」を表し、「変化動詞１」の場合は「＊諦

め続ける」のように基本的に「～続ける」と共起しにくいと考える。「変化動詞
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２」の場合は「冷え続ける」のように「冷える動きの持続」と「冷えた結果の

維持」の二つの意味を持っている。このような違いは、前項動詞の意味の違い

によるものであり、「～続ける」自体は当該の事態を継続することを表す表現で

あると考える。１

４．コーパス調査の概要

　本稿ではインターネットのWWWページをコーパスとして利用した。この方

法に対しては、「データの保存性が悪い」、「不自然な表現がまじる」などの批判

がある。しかし、大量のデータを扱うことができるため、言語研究に有用な

コーパスとして活用できると考えられる。以下、本稿のWWW検索について示

す。

検索エンジン：「Google」（http://www.google.co.jp/）のフレーズ検索を使用する。

検索対象：８８３語の動詞と下記「～続ける」の結合を検索した。

表記：「～続ける」は漢字表記のみ検索した。それぞれ「～する」、「～した」、

「～して」、「～しない」、「～しなかった」、「～します」、「～しました」、

「～しません」形のヒット数を調べた。以下の表の数字はそのヒット数

を合計した数である。

　調査の結果、「～続ける」はV１には動作動詞に使用が集中しており、変化動

詞はあまり使用されていないことが分かる。このうちヒット数の多いもの上位

１００語を表１に示す。またヒット数の少ないもの上位１００語までを表２に示す。
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表１　「～続ける」と共起しやすい動詞上位１００語

 

ヒット数V１順
位ヒット数V１順

位ヒット数V１順
位ヒット数V１順

位

８，７６４呼ぶ７６１２，４０６流れる５１２１，３３０降る２６１００，６０４増える１

７，９７６投げる７７１２，１７０鳴る５２２０，１８７求める２７９４，１６５待つ２

７，５８５信じる７８１１，７５８取る５３２０，０２１送る２８９１，３９４使う３

７，２６２変わる７９１１，５４７負ける５４１９，９９４読む２９８９，２７２走る４

７，１５９登る８０１１，４０３聞く５５１９，１６３眠る３０７２，０００生きる５

７，１５７祈る８１１１，１７８語る５６１９，１５２出す３１７１，１２８持つ６

７，１５２上げる８２１０，７１１悩む５７１９，０３０乗る３２５４，７４０見る７

６，９５２残る８３１０，７０９咲く５８１８，７５７思う３３５４，５９５守る８

６，９０８会う８４１０，３３４輝く５９１７，８９９行く３４４４，２２２書く９

６，７１７掛ける８５１０，１３３出る６０１７，０１９住む３５４１，４１５作る１０

６，６５３発表する８６１０，０２０流す６１１６，７９６考える３６４１，０９８飲む１１

６，６３７使用する８７９，９０８攻める６２１６，３６４変化する３７３９，５７６言う１２

６，６１４燃える８８９，７３５闘う６３１５，８６７動く３８３８，６７１受ける１３

６，３９８叩く８９９，６９８立つ６４１５，２１４泣く３９３３，３５４振る１４

６，３４４進む９０９，６６８伸びる６５１５，１８３存在する４０３０，８１７働く１５

６，１９４責める９１９，４１７捜す６６１５，００７放す４１２９，１１２戦う１６

５，９９２逃げる９２９，４１４踊る６７１４，７７８買う４２２８，２４４食べる１７

５，９２３座る９３９，３７３下がる６８１４，５４３居る４３２７，９７６与える１８

５，８８０動かす９４９，１７６抱く６９１４，５１２成長する４４２６，５９０押す１９

５，７４１寝る９５９，１１９笑う７０１４，４５６通う４５２６，０１７採る２０

５，７１９上がる９６９，０４５しゃべる７１１４，４３１愛する４６２４，５０６探す２１

５，７０１生む９７９，０２７降りる７２１４，３８０叫ぶ４７２４，３００訴える２２

５，６１６発展する９８８，９７６売れる７３１３，９９９打つ４８２４，１９８勝つ２３

５，４３７散る９９８，８７９減る７４１３，９１７追う４９２３，５４３歩く２４

５，３８６殴る１００８，７７２払う７５１２，７０６回る５０２２，２４８歌う２５



複合動詞「～続ける」について 143

表２　「～続ける」と共起しにくい動詞上位１００語

　これをみると、「～続ける」は「増える」、「待つ」、「使う」、「走る」、「生き

る」のような動作動詞と共起しやすいことが分かる。「増える」、「減る」、「登

る」、「進む」のような漸進的な量の増減を表す動詞は「どんどん増えている」

のように量が変化する過程を進行的に捉える場合と、「先月と比較してけっこ

う増えている」のように変化した結果を静的に捉える場合がある。これらの動

詞は「１ヶ月で体重が２kg増える」のようにあらかじめ設定した終了限界（こ

ヒット数V１順
位ヒット数V１順

位ヒット数V１順
位ヒット数V１順

位

６治る７０３生る４４１劣る１９０妬ける１

６分かる〃３混じる〃１纏まる〃０出掛けする〃

７居る７８４差し上げる５３１終える〃０改まる〃

７印す〃４助かる〃１興る〃０因る〃

７罹る〃４交ぜる〃１興す〃０要る〃

７障る〃４奨める〃１似る〃０いらっしゃる〃

８覚める８２４中止する〃１帰国する〃０都合する〃

８休める〃４溶く〃１支度する〃０承知する〃

８醒ます〃４近寄る〃１知れる〃０当てる〃

８勝る〃４同情する〃１馴れる〃０諮る〃

８異なる〃４出発する〃２失礼する３６０合計する〃

８参る〃４止む〃２迷惑する〃０間に合う〃

８安心する〃４表れる〃２乱暴する〃０予定する〃

９明ける８９４締まる〃２済ます〃０裁つ〃

９謀る〃５妬く６５２覚ます〃０見付かる〃

１０帰す９１５食事する〃２決心する〃０交ざる〃

１０下さる〃５弱める〃２涸れる〃０入学する〃

１０代える〃５温まる〃２飽きる〃０交じる〃

１０外出する〃５暖まる〃３予防する４４１敗る１９

１１改める９５６手術する７０３足りる〃１選挙する〃

１１腰掛ける〃６用心する〃３召し上がる〃１止す〃

１１嵌める〃６なさる〃３見付ける〃１依る〃

１１卒業する〃６纏める〃３致す〃１取り換える〃

１１交際する〃６焦げる〃３漏る〃１放れる〃

１１仕舞う〃６点く〃３留学する〃１倣う〃
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の場合は「１ヶ月」）と共起できる。「（動作の）隈界性」について、須田（２０００：

８７）は、「そこにいたれば、動作の展開の過程がつきはて、それ以上展開するこ

とのできないような、動作の臨界点である」と述べている。本稿では須田の

「（動作の）隈界性」を利用して、分析していく。例えば、「太郎は晩ご飯を１

時間で食べた」のように「期間＋で」と共起できる動詞は「限界」を持ってお

り、「太郎は晩ご飯を１時間食べた」のように「１時間」のような「期間」を表

す表現と共起できる動詞は「限界」を持っている。この観点から「増える」、

「待つ」、「使う」、「走る」、「生きる」のような動作動詞は非限界動詞であるこ

とが分かる。「増え続ける」は「増える」という動きの量が変化する過程は進行

的事態であるのに対し、「待ち続ける」は「待つ」という動きが一旦成立された

後、ずっとその状態が維持される。一方、次の�の「鳴る」も動作動詞である

が、「増える」とは違い、瞬間的事態を表す。そして、「鳴り続ける」はその瞬

間的事態が繰り返して行われることを表す。

�　本日１７：００～１７：１５の間、動画視聴ページを開くと１９時の時報が鳴り続

けるという不具合が発生しました。

 （http://blog.nicovideo.jp/niconews/２００９/０４/００２９０７.html）２００９／１２／１０

　次に、変化動詞の「乗る」、「行く」、「出る」、「立つ」、「座る」、「寝る」は

「～続ける」が言いやすい。これらの動詞が「～続ける」と共起する場合、変

化動詞が動作動詞のように使われていると考えられる。例えば、動作動詞の場

合は「６時間食べる」のように言えるが、変化動詞の場合は「６時間座る」の

ように言いにくい。しかし、「座る」は瞬間的な動きであるが、（１２b）の「座り

続ける」は、飛行機が飛んでから、目的地に到着するまでの６時間の中で「座

る」は継続する動きであることと考えられる。

�　a．？６時間座る。

　　b．　飛行機に６時間座り続けるのは、やはりつらいものでした。

　次に、「愛し続ける」、「悩み続ける」についてみる。これらの動詞は人間の心

理・感情を表す動詞である。しかし、「愛し続ける」、「悩み続ける」は言える

が、「飽き続ける」、「諦め続ける」は言いにくい。一般に、人間の心理・感情

は、ほかの動きの動詞と違って、限界性が明確でなく、また運動性も希薄であ

り、過程のある出来事なのか、心的な状態の変化なのか、はっきりしない場合

が多い。これらの動詞は人間の心の働きを表す内的情態動詞（あるいは心理動
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詞）である。このうち｢悩む｣は期間副詞を伴って、「長い間悩む」、「一週間の

間悩む」と言える点から見て継続性を持つため、継続性動詞であると考えられ

る。しかし、同じ内的情態動詞といっても「長い間気がつく」、「一週間の間気

がつく」と言えない点から見て継続性を持たない、瞬間動詞である。しかし、

廖（２００７）でも述べているように、同じ「瞬間動詞」でも「飽きる」、「諦める」

は「悩む」と同じように「～始める」と共起する。しかし「悩み続ける」が言

えるのに対し、「諦め続ける」とはあまり言えない。「諦める」は「太郎が完全

に諦めた」のように「完全に」と共起できることからも分かるように、限界が

想定できる。つまり「諦める」という変化は一旦達成された後それ以上変化が

進展しない。その時から「まだ諦めない」という気持ちが完全になくなり、「諦

めた」ことになる。一旦、諦めた後はそのまま諦めたままなので、「諦め続ける」

という事態に「継続」は考えにくい。これに対し、｢悩む｣は「＊太郎が完全に

悩んだ」のように「完全に」と共起できないことからも分かるように、「悩む」

の限界が想定できず、「悩む」という変化はどこまでも進展する。すなわち「悩

み続ける」の持続する過程は変化の達成（悩んだ）が量的に累積され、生起す

る進展的事態である。

　次に、「食べる」、「歩く」は「～続ける」と共起しやすい傾向が見られる。「食

べ続ける」や「歩き続ける」は行為が継続することを表す。したがって、「～続

ける」のV１に時間的に幅がある動詞が来やすい。一方、「驚く」、「喜ぶ」は

「～続ける」と共起しにくいという傾向が見られる。これらの動詞は主体の瞬

間的な心理変化を表すため、継続を表す「～続ける」と合わないためである。

　最後に、V１に静態動詞が来る「存在し続ける」、「居続ける」についてみる。

静態動詞は形態的には動詞であるが、意味的には形容詞に近い。時間的な限界

を持たず、常に恒常的に存在する。「存在し続ける」、「居続ける」はそうしたV

１の状態が存続することを表している。

�　栄養素としての発酵食品であり続けたからこそ、今の日本酒が存在し続

ける事ができたのだと思われます。

 （http://www４.ocn.ne.jp/̃mannenya/）２００９／１０／１２

�　常に、何か新しい事に　チャレンジする事こそ、豊かさの中に居続け、

新しい環境やその時代での生活を得ること、営んでいくことにつながる

とも思います。

 （http://www.ac.auone-net.jp/̃wda/０２about.html）２００９／１０／１
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５．文法性判断テストによる意識調査

　次に日本語母語話者と中国語を母語とする上級日本語学習者に対する文法性

判断テストの結果を分析する。日本語母語話者および日本語学習者が「～続け

る」について、どれぐらいの許容度で捉えているのかをアンケートによる文法

性判断テストによって分析する。調査の概要は次の通りである。

１）被験者

・日本語母語話者：５１人（名古屋大学１年生）２００８．１１．１８～２００８．１２．１０実施

・日本語学習者：５６人

　　淡江大学日本語文学系４年生：２１人（２００８．９．１５実施）

　　大葉大学応用日語系４年生：６人（２００８．９．１６実施）

　　静宜大学日本語文学系４年生：９人（２００８．９．２２実施）

　　国立屏東商業技術学院４年生：６人（２００８．９．２４実施）

　　中国のある大学の日語学院４年生：１４人（２００８．１０．９実施）

２）調査項目：

　この１００語は表１の分析結果を踏まえ、「～続ける」と共起しやすいものと共

起しにくいものを適宜選んだ。アンケートで「タ形」を用いた理由は、「ル形」よ

りも「～続けた」という状況が実感されやすいからである。また、文脈なしで

調査した理由は文脈がなくても、対象とした文に対してすぐ連想しやすいかど

うかを調べることができるからである。

 

　次の例文が言えると思う場合は○を、言えない場合は×をつけてください。

　　　　食べ続けた　　　（　　）　　　気になり続けた　　　（　　）

　　　　読み続けた　　　（　　）　　　聞こえ続けた　　　　（　　）

　　　　　　

…

　　　　　　　　　　　　　　　

…

　　　　来続けた　　　　（　　）　　　生かし続けた　　　　（　　）

 

３）調査結果

　「～続ける」の許容度について母語話者の許容度が高い順に表３に示す。表３

の「～続ける」についてみると、「待ち続ける」、「使い続ける」、「走り続ける」

には母語話者も日本語学習者も高い許容度を示した。しかし、「眠り続ける」、

「出し続ける」、「行き続ける」の許容度は、母語話者はそれぞれ８８％、７８％、



複合動詞「～続ける」について 147

６５％の割合であるのに対し、学習者はそれぞれ５６％、３５％、３８％の割合で相対

的に許容度が低いという結果が出た。「眠る」、「出す」、「行く」はいずれも人間

の行為を表す変化動詞であるが、変化動詞「眠る」が「６時間眠る」、「１ヶ月

宿題を出す」のように動作動詞のように使われている場面を想定しやすいため

許容度が高くなると考えられる。基本的に変化後の結果の続きを表す。このこ

とから、母語話者は「～続ける」は動作動詞につくという法則を身につけてい

るが、学習者はそれを身につけていないことが分かる。

表３　「～続ける」の許容度

　次にアンケートで母語話者の許容度が高かったもの上位２５語までを表４に、

学習者の許容度が高かったもの上位２５語までを表５に示す。表４と表５を比べ

ると、２５語中１６語（網掛けの語）が共通しており、母語話者も学習者も「食べ

る」、「読む」、「走る」のような動作動詞の許容度が高いことが分かる。一方、

両者の差が３０ポイント以上ある語（太字の語）をみると、母語話者の許容度の

方が高い「信じ続ける」、「立ち続ける」、「持ち続ける」がある。「信じ続ける」、

「立ち続ける」、「持ち続ける」は、動作が変化したあとの結果の継続を表す。こ

のことから、学習者は「信じる」、「立つ」、「持つ」のような動作が変化したあ

との結果の継続を表す動詞について母語話者より許容度が低くなることが分か

る。

 

学
習
者

日
本
人

ヒット数　Ｖ１
学
習
者

日
本
人

ヒット数Ｖ１

９１％９８％２２，２４８歌い１１８５％９２％９４，１６５待つ１

９１％１００％１９，９９４読む１２７３％９８％９１，３９４使う２

５６％８８％１９，１６３眠る１３８７％１００％８９，２７２走る３

３５％７８％１９，１５２出す１４６９％９２％７１，１２８持つ４

９３％８０％１８，７４７思う１５７６％９４％５４，７４０見る５

３８％６５％１７，８９９行く１６８４％９０％５４，５９５守る６

７６％８６％１７，０１９住む１７９５％９８％４４，２２２書き７

９６％９４％１６，７９６考える１８７６％９２％４１，４１５作る８

８９％９４％１５，２１４泣く１９８５％９２％３９，５７６言う９

３８％６７％１５，１８３存在する２０８４％１００％２８，２４４食べる１０
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表４　母語話者の許容度上位２５語　　　　表５　学習者の許容度上位２５語　

　また、アンケートで母語話者の許容度が低かったもの下位２５語までを表６

に、学習者の許容度が低かったもの下位２５語までを表７に示す。表６と表７を

比べると、２５語中１４語（網掛けの語）が共通しており、母語話者も学習者も

「目覚める」のような変化動詞や「知る」、「分かる」のように主体自身の状態

変化を表す人の心的な働きを表す内的情態動詞の許容度が低いことが分かる。

一方、両者の差が３０ポイント以上ある語（太字の語）をみると、学習者の許容

度の方が高い「気がつき続ける」がある。　 

学習者日本人V１学習者日本人V１

９６％９４％考える１８４％１００％食べる１

９５％９８％書く２９１％１００％読む２

９３％９６％話す３８７％１００％走る３

９３％９２％研究する４７３％９８％使う４

９３％８０％思う５９５％９８％書く５

９１％１００％読む６９１％９８％歌う６

９１％９８％歌う７９３％９６％話す７

８９％９４％調べる８７３％９６％泳ぐ８

８９％９４％泣く９８９％９４％調べる９

８７％１００％走る１０９６％９４％考える１０

８５％９２％言う１１７３％９４％語る１１

８５％９２％待つ１２８９％９４％泣く１２

８５％８４％悩む１３７６％９４％見る１３

８４％１００％食べる１４７１％９４％笑う１４

８４％９０％燃やす１５６７％９４％信じる１５

８４％９０％議論する１６６５％９４％立つ１６

８４％９０％守る１７７６％９２％作る１７

８０％８０％震える１８６４％９２％登る１８

７８％９０％描く１９８５％９２％言う１９

７８％９０％祈る２０９３％９２％研究する２０

７８％８６％計算する２１６９％９２％聞く２１

７６％９４％見る２２８５％９２％待つ２２

７６％９２％作る２３６９％９２％持つ２３

７６％９０％掘る２４７６％９０％掘る２４

７６％８６％住む２５７８％９０％描く２５
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表６　母語話者の許容度下位２５語　　　　表７　学習者の許容度下位２５語　

　ここで「内的情態動詞＋続ける」の許容度をまとめると、次の表８になる。ま

ず、母語話者の思考動詞の許容度をみると、「信じ続ける」（９４％）、「考え続け

る」（９４％）の許容度がいずれも高いのに対し、学習者は「考え続ける」（９６％）

の許容度を示したのに対し、「信じ続ける」（６７％）の許容度が母語話者より低

くなることが分かる。日本語の「信じる」、「考える」は心的な状態を示す動詞

であり、「長い間信じる」、「長い間考える」と言える点から見ても継続性を持っ

ているため、その状態の持続を表すとき、「～続ける」と共起できる。しかし、

学習者日本人V１学習者日本人V１

９％１６％知る１００１６％８％目覚める１００

１３％８％分かる９９４４％８％気がつく９９

１６％８％目覚める９８１３％８％分かる９８

１６％３３％諦める９７２０％１４％本が有る９７

１６％３５％びっくりする９６２２％１４％いらっしゃる９６

２０％１４％本が有る９５９％１６％知る９５

２２％１４％いらっしゃる９４３１％１８％澄む９４

２４％４５％来る９３３５％２４％飽きる９３

２４％５５％出る９２６５％２７％おっしゃる９２

２９％３１％失望する９１２９％３１％失望する９１

３１％１８％澄む９０４２％３１％治る９０

３１％３５％驚く８９４２％３３％召し上がる８９

３１％３７％安心する８８１６％３３％諦める８８

３１％４３％散る８７１６％３５％びっくりする８７

３３％３５％がっかりする８６３１％３５％驚く８６

３３％３５％見える８５３３％３５％がっかりする８５

３３％３５％腐る８４３３％３５％見える８４

３３％６１％曲がる８３３３％３５％腐る８３

３５％２４％飽きる８２４４％３７％惚れる８２

３５％７８％出す８１３１％３７％安心する８１

３６％５９％覆う８０４７％３９％疲れる８０

３６％６９％聞こえる７９４５％４３％腹が立つ７９

３６％７３％頼る７８４２％４３％喉が渇く７８

３６％７３％埋める７７３１％４３％散る７７

３６％７５％後悔する７６５５％４５％生かす７６
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日本語の「信じる」、「考える」は中国語に訳される場合は、“相信”（信じる）、“思

考”（考える）である。“相信”（信じる）の場合は、心に自然に生じる静的な性

質のものを示す動詞であり、“＊在相信”のように「在＋Ｖ」構文で使えない。

一方、“思考”（考える）の場合は、動作性が強く、頭を動かせるというような

動的な特徴を示す動詞であるため、“在思考”のように「在＋Ｖ」構文で使え

る。そのため、学習者の「信じ続ける」の許容度が低くなるではないかと考え

られる。

　次に、母語話者の感情動詞の許容度に着目すると、「我慢し続ける」、「怒り続

ける」、「迷い続ける」の許容度が高いが、同じ感情動詞であっても「気がつき

続ける」、｢飽き続ける｣、「失望し続ける」の許容度が低いことが分かる。この

ことは、先にも述べたように期間副詞を伴って「長い間我慢する」、「一週間の

間我慢する」と言える点から見て継続性を持っているため、｢我慢し続ける｣が

言いやすくなるのに対し、「気がつく」の場合は「長い間気がつく」、「一週間の

間気がつく」と言えないため、継続性を持っていないため、｢気がつき続ける｣

が言いにくいと考えられる。このことから、いわゆる感情動詞は「～続ける」

の形で言えるものは、継続する可能性があるために「～続ける」と共起しやす

いのだと考えられる。母語話者はこうした特徴の違いによって、「～続ける」と

の共起可能性を判別している。

　一方、学習者の場合は、学習者は「怒り続ける」、「後悔し続ける」、「怯え続

ける」の許容度はそれぞれ５３％、３６％、４４％であり、母語話者の８８％、７５％、

６５％に比べて低いという結果が出た。日本語の「怒る」、「後悔する」、「怯える」

は心的な状態を示す動詞であり、その状態の持続を表すとき、「～続ける」と共

起できる。日本語の「怒る」は中国語に訳される場合は、“生气”（怒る）であ

る。　“在生气”のように動的な特徴を持つため、「在＋V」構文で使える。その

場面を想定している場合であれば、「怒り続ける」の許容度が高くなる。しか

し、中国語の“生气”は“很生气”のように形容詞の用法もある。この場合は

「在＋V」構文で使えない。“生气”（怒る）はこのように両方を兼ねることが

ある。実際、学習者の許容度（５３％）をみると、この二つの基準で判断してい

るではないかと考えられる。この点について、“害怕”（怯える）の場合も見ら

れる。例えば、“我怕冷”とは言えるが、“＊我在怕冷”とは言えない。しかし、

“�在怕什�？”の場合は動的な特徴を持つため「在＋V」構文で用いられる。

一方、“后悔”（後悔する）の場合は、動作性が弱く、静的な状態を示す動詞で

あるため、“＊在后悔”のように「在＋V」構文では使えない。つまり、中国語

の感情動詞の中で、物理的な動作・動きを示す「動きの最中」を表すことがで

きない動詞の場合は、学習者も「～続ける」と共起しにくいと考えられる。 
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表８　「内的情態動詞」の許容度

　次に、「静態動詞＋続ける」の許容度が低いものを表９に示す。「居続ける」、

「存在し続ける」はWWW検索では「居続ける」（１４，５４３件）、「存在し続ける」

（１５，１８３件）と多数出現し、母語話者の許容度はそれぞれ８０％、６７％であった。

これに比べて学習者の許容度はそれぞれ４４％、３８％であった。

　「居る」や「存在する」のように「テイル」形をとらない動詞が、�～�のよ

うに「～続ける」が付く場合は単なる存在の状態を表すのではなく、存在しよ

うとする意志的行為を表し、その行為の継続を表すために、「～続ける」と共起

すると考えられる。また、「居る」、「存在する」、「有る」はいずれその存在がな

くなる可能性があり、変化を伴うものである。このことから「～続ける」は単

に継続を表すのみでなく、変化しないことを含意する表現であることが分か

る。

学習者日本人V１学習者日本人V１

３８％５７％喜ぶ２１６７％９４％信じる１

３８％５７％気になる２２９６％９４％考える２

６２％５５％困る２３７５％９０％我慢する３

４２％５３％楽しむ２４７８％９０％祈る４

５１％５１％腹が減る２５５３％８８％怒る５

４５％４３％腹が立つ２６６５％８８％迷う６

４２％４３％喉が渇く２７６９％８８％憎む７

４７％３９％疲れる２８７６％８４％耐える８

３１％３７％安心する２９８５％８４％悩む９

４４％３７％惚れる３０４９％８４％願う１０

１６％３５％びっくりする３１８０％８０％震える１１

３１％３５％驚く３２９３％８０％思う１２

３３％３５％がっかりする３３７３％７８％望む１３

３３％３５％見える３４６２％７６％憧れる１４

１６％３３％諦める３５６２％７６％疑う１５

２９％３１％失望する３６７１％７６％心配する１６

３５％２４％飽きる３７３６％７５％後悔する１７

９％１６％知る３８３６％６９％聞こえる１８

４４％８％気がつく３９４４％６５％怯える１９

１３％８％分かる４０４０％５９％どきどきする２０
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　一方、学習者の場合に「居続ける」、「存在し続ける」、「有る」の許容度が低

くなるのは、｢居る｣、｢存在する｣、「有る」のように単純状態を示す場合は、

基本的には「在＋V」構文は使えない。そのため、学習者は「居続ける」、「存

在し続ける」、「有り続ける」が言えないと判断されるためであると考えられる。

�　６０分間舞台の上に居続ける。

�　地球が存在し続ける。

�　「愛」は、ただそこに有り続ける。

表９　「静態動詞」の許容度

６．まとめ

本稿では複合動詞「～続ける」を対象に、前項動詞の特徴について分析した。

　�「～続ける」と共起しやすいもの

　　・動作動詞（「食べる」、「読む」、「使う」）

　　・人間の感情を表す動詞（「信じる」、「考える」、「我慢する」）

　　・何らかの変化を持たさない限り、ずっとある状態が長く保たれる動詞

　　　（「存在する」「居る」、「憧れる」）

　�「～続ける」と共起しにくいもの

　　・変化動詞（「散る」、「冷える」、「疲れる」）

　　・瞬間的で、時間の幅がない動詞（「喜ぶ」、「驚く」、「惚れる」、「来る」）

　また、母語話者と学習者の許容度の違いを比較して、学習者の使い分けの違

いを明らかにした。母語話者は｢後悔する｣、「怯える」など心的な状態の持続を

表す場合は「後悔し続ける」、「怯え続ける」と言えると答えたのに対し、学習

者はいずれも言えないと考えていることが分かった。それは中国語の感情動詞

の中で、“后悔”　（後悔する）、　“害怕”（怯える）は動作性が弱く、静的な状態

学習者日本人V１

４４％８０％居る１

３８％６７％存在する２

２０％１４％本が有る３
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を表す動詞であるため、“＊在后悔”、“＊在害怕”のように「在＋V」構文では使

えない。つまり、中国語の感情動詞の中で、物理的な動作・動きを示す「動き

の最中」を表すことができない動詞の場合は、学習者も「～続ける」と共起し

にくいと考えていることが分かる。

注

１） 本稿のコーパス調査では、「出掛ける」は１件も出現しなかった。しかし、

本稿の査読者から「うちの叔母さんは、昨日は美術館、今日はコンサート、

明日はショッピングと、出掛け続けている」は言えるのではないかという

コメントがあった。もし、この例が言えるとすれば、「出掛ける」という行

為が習慣的になり、やめられなくなるという意味になる。つまり、「～続け

る」は単なる継続ではなく、やめられないという意味である。
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